
令和５年１月１０日 

西中学校通信  第 17 号 

         自主的に考え、正しく行動できる生徒   ＜自立と自律＞ 

新年あけましておめでとうございます。 
あけましておめでとうございます。 

 令和５年（２０２３年）が始まり、学校の３学期が 

スタートしました。 

今年の 干支
え と

である 卯
う

年
ど し

 には、次のような意味がある 

と言われています。「卯」 という字は左右に開かれた門 

の形から出来たと言われており、閉じていた門が開き  

「とび出る」 という意味があるとされています。 

また、祭りごとの際に、祭壇に供え肉を２つにわった 

形から出来たとされ「分ける（区切る）」という意味も 

あるとされています。そこで、卯年は「飛躍する年」 

「契機になる年」と言われています。 

 今年も、新型コロナウイルスの感染拡大が心配される中でのスタートです。３年生にとって

は、進路決定の大変重要な時期を迎えます。これまで通りに、感染防止対策を行いながらも、 

生徒の皆さんにとって、西中学校にとって、大きく飛躍するきっかけの年になることを願って

います。 

 人は、区切りの時には、「頑張りたい」「良くしたい」という前向きな気持ちをもちます。 

その気持ちを持ち続けることは、簡単ではありませんが、今、前向きな気持ちをもっているの

なら、自分の中に芽生えたその気持ちを、素直に、認めて、大切にしてください。 

まずは、自分を自分自身で認めてあげることが重要です。 

それが、相手を認めることにつながっていきます。 

 

今年もよろしくお願いします。 

（裏面あり） 



西中生の活躍 

  〇狭山市女子ソフトボール選手権（クリスマスカップ） 

   優秀選手賞  １名    ベストプレイヤー賞  １名 

 〇狭山市冬季バスケットボール大会 

   男子バスケットボール部  ブロック優勝（上位大会出場） 

   女子バスケットボール部  ３位（上位大会出場） 

 

保護者の皆様へのお願い 

１ 生徒の所在確認について 

 長期休業明けの前後は、生徒の気持ちが不安定になる時期でもあります。３学期の開始後 

１～２週間は、学校及びご家庭が協力して生徒の様子や変化を、いつも以上に丁寧に観察す 

べき時期と考えています。 

 これまでも、毎日の欠席については、保護者から直接、学校に連絡をいただいておりまし

たが、３学期のスタートにあたり、この１～２週間は、厳密に、生徒の所在確認を行いたい

と考えます。保護者からの欠席連絡がない場合や保護者ではなく生徒本人から欠席連絡があ

る場合には、折り返し、学校から保護者に連絡を入れさせていただき、生徒の所在確認をさ

せていただきます。（これまでも、このようにしてきましたが）ご協力をお願いいたします。 

 なお、長期に、生徒と学校関係者が会えない場合や保護者の協力が得られず、生徒の所在

確認ができない場合には、外部機関（警察や児童相談所等）の協力のもとに生徒の所在確認

を行うこともあり得ることをご承知おきください。 

 法律上では、連続して７日以上、生徒の所在が確認できない場合には、学校が教育委員会 

に通知することとなっています。 

 

２ 感染予防の徹底について 

 新型コロナウイルス感染症の拡大が収まらない状況での３学期のスタートとなります。 

２学期及び冬季休業期間での本校関係者の罹患数は、７０人を超える状況となっています。 

３学期は早々から、３年生の受験が本格化するため、１年間の中で最も健康管理に気を遣わ

なくてはならない時期と考えています。これまでも、感染予防にご協力をいただいておりま

すが、一層のご協力をお願いいたします。 

 なお、過日の通知でお知らせしたとおり、校内での感染予防策は、これまで同様に継続し

ていきます。 


